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核兵器廃絶・平和建設鹿児島県民会
議（ＫＡＫＫＩＮ鹿児島）は令和３
年１月１８日（月）に高レベル放射
性廃棄物の地層処分事業に関する勉
強会を開催しました。

本勉強会は、地層処分の実施主体で
ある原子力発電環境整備機構（ＮＵ
ＭＯ）の地域団体等を対象とした学
習支援事業を活用したものであり、
ＫＡＫＫＩＮ鹿児島の掲げる「原子
力の平和利用」を促進するという基
本理念に沿って、昨今報道等でも取
り上げられている地層処分について
理解を深める必要があるとの認識の
もと実施したものです。

核兵器廃絶・平和建設鹿児島県民会議
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勉強会は、コロナ禍であることを踏ま
え、Ｗｅｂ会議システムを活用して行
い、ＮＵＭＯの岩﨑地域交流部部長
（左写真の左側）より高レベル放射性
廃棄物の最終処分に関する概要などに
ついて説明を受け、質疑応答を交わし
ました。参加者からは、我々一人ひと
りが使ってきた電気と引き換えに発生
した高レベル放射性廃棄物の問題は、
処分場がどこになるかは別として、理
解を深めていくことが重要との意見も
聞かれ、今後も引き続き、ＫＡＫＫＩ
Ｎ鹿児島としても取り組みを進めてい
きたいと考えています。

NUMO
SNS登録は
こちら↓

於：鹿児島県労働者福祉会館

KAKKINは、1961年に、「いかなる国のいかなる理由による核兵器も許さない」とする趣旨に賛
同した団体・個人によって結成され、「核兵器廃絶」「被爆者支援」「原子力平和利用の推進」を3
本柱とし諸活動を推進してきました。
核禁会議は2014年1月に略称を「KAKKIN」に変更し、新たな体制で活動を展開しています。

①核兵器廃絶と被爆者支援

②総合的エネルギー政策の実現に向けた活動

③平和建設に向けた活動

鹿児島会場の様子
連合鹿児島から会長、副事務局長もお招きし
１３名で受講いたしました。
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